
今年度は、日本で44年ぶりの開催となる世界スカウトジャンボリーから始まり、各校リーダーシップ・トレーニング・
センター、防災教育普及セミナー、そして赤十字救急法競技大会を実施しました。 
期間中は猛暑が続きましたが、暑さに負けず、当初の予定通り無事終了することができました。 
参加された各校メンバーの皆さん、指導いただいた先生方ありがとうございました！ 

R C 
青少年赤十字新聞 第４号 やまぐち版 平成27年9月18日発行 

期間中の7日間、JRC高校生メンバーは赤十字の職員と共に赤十字ブースを展開。世界中から訪れたスカ
ウトメンバーたちと、英語を交えながら三角巾を使用した応急手当、折り紙・書道などの日本文化を紹介し、
百人一首・じゃんけんなどの遊びをして交流しました。 

 
応急手当（三角巾包帯法） 

 
高校生が企画！ 日本文化や遊びの紹介 

世界スカウトジャンボリー ：7月30日（木）～8月6日（木） 

包帯法と英語の練習をしました。 

       腕の包帯 
 「spiral turns like this・・・」  

するっと簡単にほどける本結び 
      「Ａｍａｚｉｎｇ！」 

手裏剣の作り方を指導中。 
「上手に折れるかな？」 

兜の作り方。 
“サムライハット”は大人気でした。 

ＪＲＣ高校生メンバー２４校から１９６名参加、 
訪れたスカウトは７８の国・地域から約１，６００名！ 



           書道 
好きな漢字、名前も上手に書けました！ 

百人一首で坊主めくりに挑戦中。 
ドキドキしながらめくります。 

    Rock-Paper-Scissors．Go！ 
   じゃんけん列車、どんどん長くなります！ 

リーダーシップ・トレーニング・センター 

今年度も山口市阿東の山口県十種ヶ峰青少年自然の家にて、リーダーシップ・トレーニング・センター（トレセ
ン）を実施しました。各校から参加したメンバーたちは、青少年赤十字の態度目標である「気づき・考え・実行
する」を実践するプログラムを行いました。 
トレセンでは、「号令のない生活」が基本となります。先生から指示されて動くのではなく、「掲示板」を読み、
先を見越して自主的に行動します。 

小学校：7月29日（水）～31日（金） 2泊3日 

フィールドワーク。いたるところに課題が… 
みんなで力を合わせてゴールを目指します。 

頑張って登った十種ヶ峰山頂でのおにぎりは格別！ 
空気もおいしいね。 

グループワーク。 
協力してアンリーデュナンについての紙芝居を作成。 フィールドワーク後の成績発表の様子。 

先生から講評していただきました。 

 

３校から１６名の 
メンバーが参加！ 

この夏、 
楽しい思い出 
できたかな～？ 



中学校：8月10日（月）～12日（水） 2泊3日 ３校から２０名の 
メンバーが参加！ 

フィールドワーク 
「救急の国」では協力して 
けが人（先生）を救助！ 

成績優秀チームにセンター長から 
“優勝木”が贈呈されました。 

ホームルーム連絡会議 
意見交換など自由な話し合いの場です。 

ワークショップ 
各校でこれから実践する活動について意見を出し合いました。 

高等学校：8月7日（金）～10日（月） 3泊4日 ７校から１０名の 
メンバーが参加！ 

グループワーク「リーダーについて」 
良いリーダー、チームワークとは？ 

防災ワークショップ「竹ひごタワー」 
高くするために意見を出し合います。 

ボランタリー・サービス（Ｖ・Ｓ活動） 
環境をより良くするため、各自でニーズを考え実行。 

ワークショップ 
学校で実践する活動企画案を考え、 
先生からアドバイスをいただきました。 

過酷な道もなんのその！ 
チーム一丸となってゴールを目指します。 

フィールドワークでのメンバーの様子を 
先生方が披露。 
強がっていたメンバーも実は・・・ 



総合優勝は、 
防府高校JRC部チーム! 
なんと、大会2連覇!! 
 

さらに、小野中剣道部
チームが部門優勝! 
宇部商業高校JRC部チー
ムも特別賞に入賞! 
 

来年度も加盟校からの
エントリーをお待ちして
います。 
 
 

日本赤十字社が学校現場の先生や防災の専門家といっしょに作成した教材を活用しワークショップを
体験していただきながら、防災教育を紹介するセミナーを実施しました。セミナーには、県内の小・中・
高・特別支援学校から約30名の参加がありました。 

赤十字防災教育普及セミナー：8月18日（火） 

第３回山口県赤十字救急法競技大会：9月13日（日） 

「人間を救うのは、人間だ」のスローガンのもと、赤十字の理念である人道を普及するために、周南市の新南
陽ふれあいセンターにて救命手当と応急手当の適切さを競う競技大会を開催しました。 
今回第３回となる本大会には、県下各地からJRC加盟校を含む35チーム・126名がエントリーし、トーナメン
トによる熱戦が繰り広げられました！ 

災害時に必要なコミュニケーションづくり「ドローイングチャレンジ」 
    チーム全員が人差し指だけで大きなペンを支えて！ 
    息をそろえて、ひとつの絵を描く！…これが結構難しいんです。 

参加者からは、「子どもたちがいつも自分から考えて判断し行動できるよう、
どう教えていくのか考えていきたい」などの感想が得られました！ 

宇部商業高校JRC部チーム 

小野中剣道部チーム 
応急手当の部 優勝！ 

聖光高校チーム 

防府高校JRC部チーム 
両部門の成績通算による総合優勝！ 

「ドローイング・チャレンジ」 「経験したことのない大雨、その時どうする？」 

会場からは大きな声援
が沸き起こりました！ 


